
第26回佐保塾史跡めぐり
難波宮跡 大阪カテドラル聖マリア大聖堂 を巡る
（共催）一般社団法人佐保会・奈良女子大学同窓会佐保会大阪支部

2026年佐保塾

日 時：令和8年10月15日(木)
9時半 受付開始 10時 出発

参加費：5,000円
定 員：40名
集合場所：大手前芝生広場南端 印

ローソンの前（トイレ在り）

申込先：佐保会大阪支部 HP
又はQRコードから

締 切：9月15日
公園として整備された難波宮跡

歩くコース （約５km)
①難波宮跡公園 ②大阪カテドラル聖マリア大聖堂 ③細川ガラシャ最期の地 ③KKRホテル（昼食）
④ 大阪歴史博物館（入館後、自由解散）2時頃の予定

聖マリア大聖堂の壁画

大阪歴史博物館内に
再現された難波宮

奈良からJRで来る場合 天王寺駅⇒大阪メトロ谷町線「谷町四丁目」下車②番出口へ
奈良から近鉄で来る場合 上本町⇒谷町九丁目で谷町線「谷町四丁目」下車②番出口へ
JR大阪駅から来る場合 大阪駅⇒東梅田で谷町線「谷町四丁目」下車②番出口へ
中央線で来る場合 「谷町四丁目」下車⑨番出口へ
京阪電車で来る場合 「天満橋」駅下車 徒歩約10分

集合場所

乙巳の変の後、孝徳天皇が難波に遷都し宮殿は652年に完成したと記録には残り、その所在が
全く不明であった難波宮は、大阪市立大学山根徳太郎氏が昭和29年から始めた発掘調査でそ
の全体像が判明してきました。それを元に復元された宮殿跡と細川ガラシャ最期の地付近に建て
られたカトリック教会、宮殿を実物大に復元展示した大阪歴史博物館を巡ります。

細川ガラシャ
最期の地
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